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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

丸山小学校、上郷小学校とも給水管工事を行い、特に消火栓関係を１年目はおこなった。２年目以降は、トイレを中心に改修工事

を行いたい。

改革改善

の考え方

①問題

点

各小中学校の給水管の老朽化は深刻である。

②改革

提案

トイレの洋式化も求められているため、給水管更新に合わせて水廻りの工事を計画的に行いたい。

総事業費①+② 0 100,760 101,491

人件費計（千円）② 0 1,037

100,000

正規職員所要時間 290

臨時職員所要時間

一般財源 25,760 25,454

その他

起債 75,000 75,000

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 0 100,760 100,454 100,000 起債　75％

25年度予算額 特定財源内訳、補足

75,000

25,000

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

○老朽化した小中学校の給排水、電気、内外装(壁仕上げ、床仕上げ

等)、消防設備等の改修

　（１）丸山小学校１期目改修工事

　　　受水槽設置、消火栓関係改修、北校舎給水関係、北校舎東トイレ改

修等

　（２）上郷小学校１期目改修工事

　　　受水槽設置、給水管・給湯管改修、消火栓関係改修等

　（３）給水管や消火管など他の小中学校の設備についても調査し、次年

度以降の改修工事計画の見直しと検討

大規模改修実施校 ２校

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

○小中学校の大規模改修計画を立て、年次計画によって給排水、電気、内外装、消防設備の改修を行う。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

2 2

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

実施済小中学校数 2

28年度見込み

小中学校数 2

意図（どういう状態

にするか）

建物(校舎、体育館)の耐用年数を延ばし安全性、利便

性、衛生性を確保する。

向上させたい上位施

策の成果指標

良好な環境で授業を受けることができる児童生徒数

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 老朽化した小中学校の建物(校舎、体育館)の給水管等

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 22 義務教育の充実

基本計画上

の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

課等名 学校教育課 係等名 施設係

事業種別 政策 開始 25 終了

事務事業名

会計 一般会計

学校施設大規模改修事業【24新規】

22 事業№ 46 64平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 2 施策№


